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机の上の さな変革小
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私たちは大きかったり重かったりするものに価値を感じ
がちですが、必ずしもそのようなことに関係して値付け
がされているわけではないことが明らかになるのではな
いかと思います。
　では最後に、本棚をあなたの好みや気になる順番に並
べ替えてみてください。いかがですか？　先ほどまでの
何らかの明確な基準があるなかで並べ替えていたときと
は異なり、自分なりの評価軸をつくらなければいけない
ので、とても大変だと思います。しかし一方で、この作
業はかなり楽しい試みだったのではないでしょうか。

　世の中をある視点で見ようとするときは、一般的には
大きさや価格など、明確に比較できる要素を重要視して
基準としています。
　しかし、新しい物事を起こそうとするときには、自分
自身がモチベーションを持って進めていくために、まず
は自分が対象をどう解釈しているのかという感性や価値
観の部分が重要になります。
　今回のように本を並べ替えるだけでも、自分の好みや
興味が少し自覚できたのではないでしょうか。日常のな
かにある１つひとつの行動のなかにも、自分の好奇心を
あぶり出すためのヒントがあふれているのです。　

並べ替えからあぶり出されるもの

　今回は、自宅や職場にある本棚を使って、その人なり
の意味の基準や尺度について考えてみたいと思います。
　さっそくですが、本棚（あまりにたくさんの本を所有
している人は、１段分だったり範囲を絞ってもらっても
構いません。私も自分でやるときはかなり絞りました）
に並んでいる本を、本の高さが大きいものから順番に並
べ替えてみてください。
　いかがですか？　普段見慣れている本棚も、同じ高さ
の本が結構揃っていたり、実はかなり大きさに差がある
ものが混ざっていたりすることに、気づくのではないか
と思います。
　それでは次に、背表紙の色が暗い色からだんだん明る
い色になるように順番に並べ替えてみてください。いか
がでしょうか。こうして見ると、様々な色の本が並んで
いたことや、実は同じような色味の本が多いことが、は
じめて意識されるのではないかと思います。
　もう少しだけお付き合いください。では次は、本の厚
さ順に並べ替えてみてください。いかがでしょう。先ほ
どは高さの順に並べてもらいましたが、おそらくそれと
はまた別の順番になると思います。当たり前のことです
が、本の高さと厚さではまったく関係ない順番になるこ
とがわかります。
　ここまでは、見た目でわかる要素で並べ替えてもらい
ましたが、次は価格順に並べてみるといかがでしょうか。

イラスト：f a n c o m i

価 値観価値観
4 4 44 4 4

の確認

63 企業実務　2022．	 3


